
水
俣
市
立
蘇
峰
記
念
館
蔵

「
徳
富
蘇
峰
書
翰
」

以
下
に
掲
げ
る
目
録
は
、
水
俣
市
立
蘇
峰
記
念
館
蔵
の
徳
富
蘇

峰
書
翰
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
書
誌
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
目
録
の
た
め
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
「
徳
富
蘇
峰
の
書
簡
調

査
及
び
目
録
の
作
成
」
と
い
う
事
業
名
で
、
平
成
二
十
二
年
度
、
平

成
―
-
+
―
―
一
年
度
の
熊
本
県
立
大
学
後
援
会
の
補
助
を
受
け
た
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
五
、
十
六
日
、
平
成
二
十
三
年
九
月
十
―
―
―

日
、
十
四
日
の
計
四
日
間
、
「
水
俣
市
立
蘇
峰
記
念
館
」
に
収
め
ら

れ
た
蘇
峰
筆
の
書
翰
資
料
を
お
借
り
し
て
、
調
査
を
行
っ
た
。
調
査

を
進
め
る
中
で
、
記
念
館
蔵
の
書
翰
の
内
、
徳
富
蘇
峰
の
秘
書
を
務

め
て
い
た
八
重
樫
祈
美
子
へ
宛
て
た
も
の
は
、
既
に
一
九
四
九
年
に

志
村
文
蔵
編
『
徳
富
蘇
峰
翁
と
病
床
の
婦
人
秘
書
』
（
野
ば
ら
社
）
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
実
際
の
書
翰
と
照
ら

し
合
わ
せ
た
所
、
幾
つ
か
相
違
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

例
え
ば
、
書
翰
で
は
「
園
」
と
あ
る
も
の
が
活
字
本
で
は
「
庭
」
と
な
っ

目
録
お
よ
び
解
説

蘇
峰
書
翰
研
究
会

て
い
た
り
（
書
翰
8
)
、
「
月
出
タ
リ
」
と
あ
っ
た
の
が
「
月
出
デ
タ
リ
」

と
な
っ
て
い
た
り
す
る
（
害
翰
69)
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
活
字
本
の
前

書
き
に
、
「
書
中
の
誤
字
誤
脱
等
を
訂
正
し
た
る
」
「
其
他
は
一
切
原

文
通
り
」
と
あ
る
。
他
に
も
、
書
翰
に
登
場
す
る
い
く
つ
か
の
固
有

名
詞
（
出
版
社
名
、
人
名
）
を
伏
字
に
し
た
り
、
書
き
換
え
た
り
と
の

処
理
が
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
活
字
本
と
書
翰
と
の
相
違
に
つ

い
て
は
、
目
録
の
内
容
要
約
の
後
に
【
備
考
】
と
し
て
挙
げ
た
。
ま

た
、
書
翰
中
の
解
読
不
能
で
あ
っ
た
箇
所
は

■

と
し
て
あ
る
。

記
念
館
蔵
の
書
翰
は
、
こ
の
八
重
樫
氏
宛
の
も
の
が
大
半
を
占
め

る
が
、
こ
の
他
、
芦
北
郡
青
少
年
団
処
女
会
で
の
演
説
草
稿
と
水
俣

婦
人
会
へ
宛
て
た
文
書
の
二
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
二
点
に
つ

い
て
は
、
当
然
な
が
ら
単
行
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
翻
刻

を
行
い
、
併
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
最
後
に
「
徳
富
蘇
峰
の

書
簡
調
査
及
び
目
録
の
作
成
」
事
業
へ
の
参
加
者
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
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3
 

2
 

封
書
（
封
筒
有
）

（
平
成
一
一
十
二
年
度
）

金
森
梓
・
草
野
優
子
・
久
保
田
真
美
・
谷
口
友
美
・
奈
須
美
晴
•
平

井
健
吾
・
横
峯
由
佳
•
吉
谷
光
平
・
東
隆
志
・
荒
毛
み
ず
き
•
本
多

美
咲

封
書
（
封
筒
有
）

2
8
.
1
x
7
8
.
8
 

康
楽
病
院
へ
の
入
院
、
医
師
へ
の
手
配
。
昨
年
の
自
身
の
病
苦
と
今
回
の
女
史
の
病
苦
、
そ
し
て
自
身
が
命
名
し
た
病
院
な
ど

二
人
に
ま
つ
わ
る
縁
に
つ
い
て
。
双
宜
荘
前
の
見
舞
い
の
旨
゜

【
備
考
】
軸
装
。
活
字
本
に
康
楽
病
院
の
命
名
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、
書
簡
に
は
見
ら
れ
ず
。

封
書
（
封
筒
有
）

1
8
.
4
x
1
7
5
.
6
 

女
史
と
の
面
会
、
そ
の
後
民
友
杜
に
赴
き
回
想
に
浸
っ
た
こ
と
。
女
史
へ
の
見
舞
い
の
言
葉
。

【
備
考
】
軸
装
。
写
真
―
―
枚
と
田
崎
先
生
宛
て
の
手
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
現
存
せ
ず
。

1
8
.
4
x
1
8
8
.
8
 

友
人
の
紫
山
翁
が
女
史
か
ら
弔
詞
を
送
ら
れ
た
こ
と
。
登
山
の
計
画
に
つ
い
て
。
自
分
は
健
康
に
過
ご
し
て
い
る
か
ら
と
、
女

史
へ
の
激
励
を
綴
る
。
【
備
考
】
軸
装
。

昭
和
十
八
年
七
月
十
二
日

（
消
印
よ
り
）

東
京
都
豊
嶋
区
西
巣
鴨
―
一
丁
目

康
楽
病
院
内
科
患
者

八
璽
樫
祈
美
子
様

昭
和
十
八
年
七
月
十
日

〔
本
文
よ
り
〕

東
京
都
豊
嶋
区
西
巣
鴨
―

-
T
目

康
楽
病
院
内
科
病
室

八
重
樫
祈
美
子
様

東
京
都
豊
嶋
区
西
巣
鴨
―
―
丁
目

康
楽
病
院
患
者

八
重
樫
祈
美
子
様

（
平
成
二
十
―
―
一
年
度
）

古
上
恵
美
里
・
成
富
な
つ
み
・
東
隆
志
•
吉
岡
は
る
か
・
荒
毛
み
ず
き
・

本
多
美
咲
・
横
田
悠
紀
・
泉
葵
・
鷲
崎
有
紀

な
お
、
鈴
木
元
・
五
島
慶
一
・
大
島
明
秀
・
木
村
洋
の
教
員
四
名
が

随
行
し
た
。
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悶と‘ "昭 勝ニッ和十昭女史と r,  昭

の

禰印和十昭
日

し 八め。 と 消印和十 闘門 付八rた

念1 
+~ 乎ヽ 八ヘ は

と よ八 よ八 つ よ八 十の よ八 よJ¥ 

あ 汀 ど↑ 及、己、ぃ ど干 何如念月激 竺 十 ]『
る ー上 五て。

ー四励

誓 月 ノ‘ 月 月 月 月L— L-
し一 日

と と シと だ
十靡 十 あ 十 あ 十 テぁ 十 が..J... 五 四ノ‘ る る 勝る ヽ

せ 日
゜

日
゜

日 ッ。 日

I 
日

~ 竺喜
欝＂ ~, ＂ J院＼＇ ＂ J院＇

付四

＂ ~i J＂ 院＼，の
テ枚 ---, 

論目

冒
日 シの
付

戸度は

II ti H f! 
八

t! 十 モノ 十
...L. 

り新著 旦ノ‘ ミー みニ みニ みニ日
だ はi !I 思Jヽ iヽ L— 贔iが フ—
ヽ こ日 と
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ー池
旦 ー一胃長四香東女 誓 ーー胃咋の日 畠柔無腎塁名可こ正； 且 一-9干七ー 畠ー讐・様の

喜〔

＇ 
胃史 ! 賛 > し> 汗印j氏剛， —~ 

活［に日 ! 消印への
池 の小

の世 後子Iの弔
に寺喜

ーi~ の指導康 の問1 - 日 に 且間 書きハ 日 、8 入
付 ‘対

I 

五付池 押で・ れ はの

Z同l慧
1 る 5 せ『 6 

十喜
5 出月はに 5 1 

1鱈 ーる し以十入
だ日 号手 月さ、

I 

‘来刀れ
I ~, がび

日iヽ哭丑
書簡一干る 2 1 2 、の、 2 2 度九予定 7 門、 7 

との 7 

書簡本文人「k1新著o, 

7 だ詩 7 →モ日 7 
ぁ原 7 8 がに 8 来尋だの ある墨且

5 
X X る稿 X X 

、つ
X 月スが鯉 1 。の 1 つ原 1 ,~ 1 ハシ、 ， ° 園 1 速進 ， い稿 9 9 ーテ次 闘旦

， 
達1i 一ての の康楽幸繭委の

2 
6 昭。進 7 7 

6 
の葉

゜
の況

門 行状 増文あ病ノで見舞い
日 ヽ

日:~ -, 
付中付- 昭つ ←昭 八 況 ー昭 ,--, 昭

り° 人ノ は予定の
,--, 昭 は野

こ｛印肖和十昭はし‘ 託
+、

消印和十 閉 消印和十 消印和十 一正
ーて 月庭 八

まミ --, 干剛1 。 よJ¥ よ八 よ八 1 i~ よJ¥ 七氏 よ八8 ＝の 十 たヲ 8~

ど『 花 汀 ど平 書簡尋 ・つ 汀 日の 凸『1 ← 日 や
月 ル1い だ自

1 と池 五モ lて 月 が殺 月
月 月 月 枚外. 0 

ヽ ヽ

ある0 新; 

← 

書簡I新宜3 四 と 一目ォ且占聞L_  l 
十 十

L_  日 日 ぁ 日 九 七

と る 詩シと 日 日

な ゜ カカぁ 一花園

つ

甘
の

且 且
出ラる

H 院、 胃十つ： 且疇
て 追 来ス。
I,> 、塁 ン← 車籠： 
る 明と 八い

゜ 嶋 で 嶋 喜
日い四 十て

八区 詩 八区
L_'枚

八区 人月,Z、゚ 八区
重西 歌 重西 重西 と分部つ 目 重西 重西

1; を

*f雷 町喜
い‘ の 闘

八 9轟吟

付記9も活本字→ 森人ノ

巴
ず みニ みニ ‘ヽ ~ と み＝

贔i る
贔i ニ』 贔］ あ 占i畠 る

活脱病
゜
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>t 旦昇く呈 且戸 和十一女 且 ー天 旦名晶 旦ーー備考見舞し‘ 且， > 八こ備史と， ー備考候の 且有 どい 旦有 >ノこ の゚
十原文面の

本文と、 報牛ロ 号のロ
祖工名羹モと

喜ノ゜ ーな会 °葉
ト九 を 初月しに

に人 一の

麟 整 °つ 日間
一備考.:±f: ハに 脚ド閃仕ぇ 九書翰い

付の
←晩 5 た 5 '--て →昭非ヵ 5 

ヽ 5 7 

'-託'r貝-
｀ とに゜ 委豊 -,: し一

州さと
ある゚本活字仕事の

i-橋 こ。
゜ 八の-

-の

本祖子[ ラ
2 仏 2 '--- 2 付日者医 2 之土" 2 
7 謀 7 汀 +と、 7 7 

封
7 

→ ょ7 
禅
6 

贔胃
7 1 り 7 入 6 

ジ X X X X L— X 
ーォ 1 学 1 ペの 1 

8 • 思
1 と 1 口放

9 に 9 
/ヽ し~—• 七の ， 1 vヽ ， あ ， 口送 関 fs >斎と ~；り: 

るロの 7 6 7 7 6 
□- し が
L_  <..... て の

ぁの
ヽ

し簡とソ
゜ 写

塁
I 

"昭 誓"昭
し ,--, 昭 召喜 ,......, 昭 乞腐昭

r--昭

消印和十 消印和十

＇ 
消印和十 闘和十

とを
消印和十

に あ も ょ和十 せ＿レ 先 ず
下ハ
よ八 生 よ八 が よ八 つ よ八 る° ら '-' り八 ゜

ょ八

い凸『
にど↑ 封 凸↑ vヽど平 つ

予 ど『対 入 て た
す ゜ ゜ ヽ

し一

喜 ~ る 見! ‘‘‘‘ 
月 羹 月 と 月 月

自 七
干

や 五 四ナ ノ‘

リ 分 日 し‘ 日 耳El 日 日

シ 日 の 日 し
の 近

゜ 誓モ ょ
封

依
ヽ

且~, 
ぇ
且院: 且院豊 ＂ ~, 

頼

且＂ 院豊の ゜恐 が
ラ 誓

み t ゜ク 写
Iヽ が

し 嶋 て 嶋 遭他
ヽ 煩八区 書 八区 八区

ノ 重西 I I! き ti 重西 わ 9> 重西• 闘 に 闘
し

闘美 — 

に
は "' 言 ミ` — は 、ミー 日 ミ— みニ と みニ

以

iヽ
し‘

計 付

“ 
互iし‘ 贔[ 占〗上 な -, ぅ

ノ Vヽ 昭 ヽ
し一
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中璽．．天 畠 且 昌魯 誓 輩 昌且 畠 岬疇ー，ヽI 轟 昌ノ気
秋の

! 
vヽ

! 
の， の 且有 vヽ ヘ月有 徳猪富筒封』悶有←卜封塁こと

ヽ

畠 危 の
心

旦ヽ書‘ 配 に で

五-所闘, . 岱＆ 医ス§昨 の つ あ

ことリ盃， 岡8 
昌 vヽ る 鳥

て
、~

居'-

5 ゜ 5 
ヽ
5 と 5 

i 
6 5 

あ夕

口ノ紐臭‘ 
つ ゜るル I 

が迷
Vヽ ?fr 註

闘
‘信

で の に 2 2 2 愛 2 ヽ 2 つ

漏社
2 

｀ 
し一 7 8 

向
8 の 8 と 7 vヽ 7 

｀ 
゜ て 8 

せフ 3 テ 2 4 
面
7 
゜ X 伍闘

7 
て勿 X 胃 X 

゜
X X 

'・贋、. 
1 

X 

L_  レt.. こ 2 2 ---, 2 日 1 3 1 

とこ ゜
イ

゜
コ 1 畠
， 

2 
， 

夕 レ思と 1 シ
1 
Iヽ

゜ノ
8 

塁
2 盟〗

6 
わ‘

儡 直 琶彗 ゜ 押出買
屑印和昭

L_ 

祠印和十昭
破
屑印和十昭
の
曾印和十昭 町印和十召 祠印和十昭斎竺

一つ
リ
贋 九た

i注り~ ~ ゚
ょ＋ よ八 玉 よJ¥ よ八 よJ¥ 

雷草堂見舞t 
ょJ¥ 

'-----' り八 勺
ヘ
乃 ゜勺 竺 勺年

i 十

i i ~ 且 見月
扉徳ぃの十 七

-L. 

五 四用 ノ‘

i 萄
八 日 L— 日 日 日

旦
日

日
I I I 

＂ J院~-
ノ

［ 山

昌

岱
重〖入

!i 
王

羹 .._ ミー みニ ミ— !1 丁
子二

目
に iヽ 贔i 五i 山

さ丁
-, ま目
山 王
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噌 旦 直後ー祝辞 且
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旦嗜 且自

国
旦 輩 誓
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＇ 

——胃 に
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の
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~ 

し一
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十 と
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奥ロて 5 °過 6 口←ヘ 5 ロの 1 に 5 進 5 
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且
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. 簡
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゜
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゜
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サ
4 

゜
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2 

゜
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ン
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ご｛嘉和十昭
の
こ｛喜和十昭
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消印和十
喜ル¥ 胃 消印和十 消印和十 シ 消印和十

君
ょ八 ょ八 〇 ょ八 ょ八 ょ八 ヵ ょ八＿し
ど年十 >i ど年十 ど］ ど年十 ど］ 塁凸平

セ
月 ~ 月 月 月 月 Jヽ 見: ヽ~旦ノ : 十 訂レ 十 十 十 十 九
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ル

且院豊』中Cヽ

友
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＿ 

嶋 嶋 遭 喜
卜
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!! テ
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ヒ

ラ
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に ， vヽ
＇ 
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＇ 
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＇ 
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昌 旦
院

が 愛 に

＇ 
の つ

屡！旦゚
苦 醤

vヽ
さ し て
れ 1 2 し‘ 4 の 5 ヽ 5 

岱喜療
5 
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I 告
地

~ 

悶 のし一

と 魚 日r
1 L—‘一

に 2 吐 2 2 に 2 つ 2 

摩
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る X 
4 
別
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て
4 3 

覧
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X 
れ
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箪
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8 2 
の
2 2 ， 2 2 

5 

星゚を ゜ ゜ ゜国貧 ゜2 1 1 

゜
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況 平文
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采文ょ和八昭生 禰印和十昭 屑印和十昭 禰印和十昭 屑印和十昭
日
扁印和十昭る
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゜
どょ八年十 どょ八年十 どょ八年十 どょ八年十 どょ八年十'----Jり二

月

十 月 月 月 月 月
四
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八 ノ‘ 五
日 日 日 日 日
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芦北郡青少年団処女会での演説草稿
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三
月
三
十
日

芦
北
郡

青
少
年
団
処
女
会

演
説
本
日
偶
然
ニ
モ
此
ノ
盛

会
二
列
ス
欣
幸

ノ
至
ナ
リ
0

0

0

 

第
一
郷
土
愛

愛
国
心
ノ
揺
藍
也

0

0

 

第
二
自
信
是
レ
各

個
人
頂
天
立
地

ノ
基
調0
0

 

第
三
自
侍
所
謂

独
立
自
尊
乞
食

根
性
は
泥
坊
根
性

ト
同
類
也
0

0

 

第
四
自
発
他
人

ノ
督
励
指
導
ヲ
待

タ
ス
自
カ
ラ
発
意
シ

昭
和
五

芦
北
郡
青
少
年
団
処
女
会
で
の
演
説
草
稿

而
シ
テ
更
二
協
仝

一
致
ノ
精
神
ヲ
以
テ

互
二
相
誘
披
シ
相

自
カ
ラ
研
精
ス

0

0

 

第
五
自
任
云
ハ
、

責
任
ヲ
ト
ル
コ
ト
ナ
リ

西
郷
南
洲
翁
ハ
功

ハ
人
二
譲
リ
過
ハ
己

二
取
ル
ト
云
ヘ
リ
。

0

0

 

第
六
自
省
曽
子

三
省
三
百
省
。

自
省
ハ
実
二
向
上

ノ
一
大
功
夫

以
上
四
自
一
愛
ヲ
以

テ
セ
ハ
諸
君
各
位

必
ラ
ス
一
個
ノ
立
派

ナ
ル
日
本
人
ト
ナ
ラ
ン
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砥
属
セ
ハ
必
ラ
ス
国

家
忠
良
ノ
臣

民
タ
ル
ニ
庶
幾
ン

乎昭
和
五
年
三
月

三
十
日
水
俣

ニ
於
テ

蘇
峰
学
人
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水俣婦人会へ宛てた文書
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別
紙
御
一
覧
ノ
上
可
然

御
一
同
様
二
披
露
願

上
候
也
猪
一
郎
不
具

水
俣
婦
人
会
へ
宛
て
た
文
書

水
俣
ハ
昔
か
ら
風

俗
醇
美
人
情

敦
厚
肥
後
二
於
ケ
ル

楽
土
テ
ア
ッ
タ
。
最

近
物
質
上
長
足
ノ

進
歩
ヲ
来
シ
工
業

地
ト
シ
テ
将
夕
商
業
地

ト
シ
テ
其
ノ
面
目
ヲ
一

新
シ
タ
ル
コ
ト
ハ
寛
二

祝
著
ノ
至
リ
テ
ア
リ
マ
ス
。

0

0

 

0
 

0
 
0
 
0
 

ケ
レ
ト
モ
此
ノ
物
質
的

。

追
羹
ニ
ハ
必
ラ
幻
桐

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 

神
的
心
霊
的
ノ
進

0

0

 

0
 
0
 
0
 

歩
ヲ
以
テ
調
節
ス
ル

0
 

0
 

0
 
0
 
0
 

必
要
カ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
レ
ヲ

成
就
ス
ル
ハ
専
ラ
水

俣
婦
人
会
ノ
方
々

ノ
責
任
卜
申
サ
ネ
ハ

ナ
リ
マ
セ
ヌ
。
子
女
ノ
品

性
。
家
庭
の
清
浄
゜

ハ
―
二
女
性
ノ
カ
ニ
ヨ
リ
テ

保
持
セ
ラ
ル
可
キ
モ
ノ
テ

ア
リ
マ
ス
。
私
ハ
緒
方

会
長
カ
ラ
水
俣
婦

人
会
力
褒
賞
セ
ラ
レ

タ
ト
ノ
快
報
ヲ
承
リ

欣
喜
二
勝
ヘ
ス
。
祝

詞
ヲ
述
フ
ル
代
リ
ニ

以
上
ノ
所
見
ヲ
申
上

ケ
皆
様
方
ノ
御
参

考
二
供
シ
マ
ス
。

昭
和
八
年
三
月

廿
四
日
於
大
森

山
王
卿
堂
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蘇
峰
七
十
一
斐
（
朱
印
）

水
俣
ノ
婦
人
会
ニ
ハ
深
水

家
ノ
御
両
老
夫
人

様
且
又
私
母
ナ
ト

其
他
皆
／
＼
様
多
年

ノ
御
骨
折
ノ
結
果
0

0

 

二
候
古
語
二
飲
泉

0

0

0

 

不
忘
源
と
申
候
何
卒

先
進
者
ノ
心
ヲ
シ
今

后
成
立
ノ
女
性
ノ
方
々

篤
斗
御
賢
省

有
之
度
祈
申
上
候
日
本
民

族
ノ
世
界
二
冠
絶
ス
ル

所
以
モ
畢
党
日
本
女

性
ノ
徳
性
ニ
ョ
ル
コ
ト
歴

史
上
自
明
ノ
事
実
也
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